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平
成
18
年
度
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
『
田
ん
ぼ
の
学
校
』
も
、

５
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
今
年

度
も
県
内
７
方
部
８
つ
の
小
学

校
の
３
～
６
年
生
約
３
８
０
人

が
参
加
し
、
「
田
ん
ぼ
の
学
校
」

が
元
気
に
開
校
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
こ
れ
ま
で
、
４
月

の
種
ま
き
か
ら
始
ま
り
、
５
月

に
は
泥
ん
こ
に
な
り
な
が
ら
田

植
え
を
実
施
し
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
の
歓
声
が
農
村
に
響
い

て
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
「
草
取
り
」
、

「
生
き
も
の
調
査
」
や
「
稲
刈

り
」
な
ど
農
業
の
大
変
さ
や
、

す
ば
ら
し
さ
を
体
験
し
な
が
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
で
「
実
り
の

秋
」
を
迎
え
る
た
め
に
頑
張
っ

て
い
き
ま
す
。

学
校
の
子
ど
も
た
ち
が
元
気

に
活
動
し
て
い
る
姿
を
見
か
け

ま
し
た
ら
、
温
か
い
ご
声
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
今
年
度
の
参
加
校
】

○
県
北･

･
･

福
島
市
立
第
四
小
学

校
（
５
年
生
）
平
石
小
学
校

（
５
・
６
年
生
）
○
県
中･

･
･

須

賀
川
市
立
阿
武
隈
小
学
校
（
５

年
生
）
○
県
南･

･
･

矢
吹
町
立
善

郷
小
学
校
（
５
年
生
）
○
会
津･

･･

柳
津
町
立
柳
津
小
学
校
（
４
・

５
年
生
）
○
南
会
津･
･
･

南
会
津

町
立
南
郷
第
二
小
学
校
（
５
年
生
）

○
相
双･

･
･

富
岡
町
立
富
岡
第
二

小
学
校
（
３
年
生
）
○
い
わ
き･

･

･

い
わ
き
市
立
夏
井
小
学
校
（
５

年
生
）
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○
平
成
22
年
度
優
良
建
設

工
事
に
つ
い
て

建
設
技
術
の
向
上
と
発

展
の
た
め
、
「
優
良
建
設

工
事
」
が
農
林
水
産
部
関

係
で
６
部
門
７
件
、
土
木

部
関
係
で
10
部
門
12
件
選

定
さ
れ
ま
し
た
。

農
業

農
村
整
備
事
業
関
係
で
は
、

３
部
門
３
件
の
工
事
が
選

ば
れ
ま
し
た
。

７
月
５
日
に
は
、
サ
ン

パ
レ
ス
福
島
に
て
「
優
良

建
設
工
事
表

彰
式
」
が
行

わ
れ
る
予
定

で
す
。

○
水
路
部
門

【
事
業
名
】
か
ん
が
い
排

水
事
業
（
一
般
型
）
新
安

積
（
一
期
）
地
区

【
工
事

場
所
】
須
賀
川
市
大
桑
原

地
内
【
施
工
】
株
式
会
社

あ
お
い
【
工
事
概
要
】
水

路
工
Ｌ
＝
１
１
０
２
．
８

７
ｍ

○
農
道
部
門

【
事
業
名
】
中
山
間
地
域

総
合
整
備
事
業
（
一
般
型
）

津
島
地
区
【
工
事
場
所
】

浪
江
町
大
字
赤
宇
木
地
内

【
施
工
】
株
式
会
社
泉
田

組
【
工
事
概
要
】
道
路
工

Ｌ
＝
１
１
３
８
．
２
ｍ

○
ほ
場
整
備
部
門

【
事
業
名
】
経
営
体
育
成

基
盤
整
備
事
業
新
田
作
地

区
【
工
事
場
所
】
田
村
市

常
葉
町
新
田
作
地
内
【
施

工
】
富
士
工
業
株
式
会
社

【
工
事
概
要
】
区
画
整
理

工

Ａ
＝
９
．
０
ha

○
『
ほ
場
整
備
を
契
機
と
し
た
集
落

営
農
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
』

（
経
営
体
育
成
基
盤
整
備
事
業

九
生
滝
地
区
）

く
り
ゅ
う
た
き

九
生
滝
（
く
り
ゅ
う
た
き
）
集
落

（
全
53
戸
）
は
、
阿
武
隈
山
系
に
あ

る
平
田
村
の
北
東
部
に
位
置
し
、
稲

作
と
葉
た
ば
こ
、
肉
用
牛
（
繁
殖
）

の
複
合
経
営
に
よ
る
営
農
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

平
成
18
年
度
に
、
集
落
内
農
地
の

約
６
割
に
あ
た
る
28
．
９
ha
に
お
い

て
、
経
営
体
育
成
基
盤
整
備
事
業
に

着
手
し
、
面
工
事
は
昨
年
度
ま
で
に

完
了
し
ま
し
た
。
本
年
度
は
、
平
成

23
年
度
の
完
了
に
向
け
て
、
湧
水
処

理
な
ど
の
補
完
工
事
を
行
う
予
定
で

す
。当

初
、
担
い
手
農
家
３
名
に
よ
る

農
用
地
集
積
を
目
指
し
て
事
業
に
着

手
し
ま
し
た
が
、
条
件
が
不
利
な
中

山
間
地
域
に
あ
っ
て
は
、
個
別
農
家

に
よ
る
営
農
は
将
来
行
き
詰
ま
る
こ

と
が
懸
念
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

農
用
地
利
用
改
善
団
体
を
立
ち
上
げ
、

工
事
の
進
捗
と
と
も
に
営
農
方
式
に

つ
い
て
話
し
合
い
を
重
ね
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
集
落
全
体
を
一
つ
の

経
営
体
と
す
る
集
落
営
農
を
目
指
す

こ
と
に
意
見
が
集
約
さ
れ
、
平
成
20

年
９
月
に
構
成
員
９
名
に
よ
る
集
落

営
農
組
織
「
グ
リ
ー
ン
フ
ァ
ー
ム
九

生
滝
」
を
設
立
し
、
平
成
21
年
１
月

に
特
定
農
業
団
体
と
し
て
認
定
を
受

け
ま
し
た
。

「
グ
リ
ー
ン
フ
ァ
ー
ム
九
生
滝
」

の
構
成
員
は
現
在
23
戸
で
、
水
稲
、

園
芸
、
畜
産
の
３
つ
の
部
会
ご
と
に

収
支
の
健
全
化
に
向
け
た
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
整
備

さ
れ
た
ほ
場
に
お
い
て
、
水
稲
（
７

ha
）
の
ほ

か
、
転
作

作
物
と
し

て
稲
発
酵

粗

飼

料

(

Ｗ
Ｃ
Ｓ)

（
９
ha
）

や
、
ア
ス

パ
ラ
ガ
ス
、

牧
草
の
作

付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
24
年
に
は
法
人
化
を
予
定
し

て
い
て
、
『
み
ん
な
で
協
力
一
農
場
』

を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
全
農
家

の
合
意
形
成
に
よ
る
組
織
強
化
を
図

り
、
集
落
内
全
農
地
の
活
用
を
担
っ

て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

本
取
組
み
は
、
ほ
場
整
備
を
契
機
と

し
て
集
落
営
農
推
進
へ
地
域
が
一
体

と
な
っ
た
優
良
事
例
と
言
え
ま
す
。

○
県
営
湛
水
防
除
事
業
「
川
中
子
地

か

わ

な

ご

区
」
に
つ
い
て

湛
水
防
除
事
業
は
、
排
水
機
・
排

水
樋
門
・
排
水
路
な
ど
の
施
設
の
整

備
を
行
い
、
湛
水
被
害
の
発
生
を
未

然
に
防
止
し
、
農
業
生
産
の
維
持
及

び
農
業
経
営
の
安
定
を
図
る
と
と
も

に
、
地
区
流
域
内
住
民
の
安
全
を
確

保
す
る
た
め
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

川
中
子
（
か
わ
な
ご
）
地
区
は
、

い
わ
き
駅
北
側
約
１
㎞
の
好
間
川
と

夏
井
川
が
合
流
す
る
地
点
に
位
置
し
、

こ
の
両
河
川
に
挟
ま
れ
た
上
流
域
約

４
５
０
ha
か
ら
の
基
幹
排
水
路
と
な
っ

て
い
る
小
谷
作
川
下
流
両
岸
で
の
湛

水
被
害
が
頻
発
し
、
平
成
12
年
に
は

市
街
地
を
含
む
約
45
ha
の
農
地
が
湛

水
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
湛
水
す
る
区
域
や
時

間
の
低
減
を
図
る
た
め
、
平
成
23
年

度
ま
で
の
９
か
年
計
画
で
排
水
機
場

２
箇
所
を
建
設
中
で
す
。
こ
の
う
ち

の
「
川
中
子
」
は
、
今
年
度
に
直
径

１
，
０
０
０
㍉
の
横
軸
斜
流
ポ
ン
プ

２
基
の
据
付
を
行
い
、
平
成
23
年
度

の
完
成
後
は
規
定
以
上
の
水
位
上
昇

が
あ
れ
ば
、
最
大
毎
秒
４
．
６
７
㎥

の
水
を
夏
井
川
へ
排
水
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
下

流
湛
水
区
域
を
解
消
す
る
た
め
「
川

中
子
Ⅱ
期
地
区
」
と
し
て
ゲ
ー
ト
ポ

ン
プ
場
（
径
６
０
０
㍉
１
基
）
を
併

せ
て
設
置
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
農
業
用
施
設
は
、
農

業
の
み
な
ら
ず
、
県
土
の
保
全
や
生

活

の

安

全

・

安

心

の

確

保
な
ど
、

重

要

な

社

会

資

本
と
な
っ

て

い

ま

す
。

県

内

各

方

部

か

ら

の

お

便

り

県

中

い

わ

き

ト

ピ

ッ

ク

ス

平成２２年度『田んぼの学校』が開校！！

川中子排水機場の全景
新田作地区（常葉町）

津島地区（浪江町）

新安積（一期）地区（須賀川市）

集落営農による稲の刈取の様子

開 校 式
（善郷小）

レーキを使った代かき
（福島第四小、平石小）

肥 料 ま き
（柳津小）

昔ながらの方法での田植え
（南郷第二小）

田植え作業前の表情
（富岡小）

かかしづくり
（夏井小）田 植 え

（阿武隈小）
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只
見
町
土
地
改
良
区
は
、
昭
和
56

年
設
立
の
受
益
面
積
４
５
８
ha
、
組

合
員
数
９
３
３
名
の
土
地
改
良
区
で

す
。現

在
は
、
昭
和
58
年
か
ら
平
成
７

年
に
か
け
て
実
施
さ
れ
た
県
営
ほ
場

整
備
事
業
只
見
地
区
の
償
還
年
度
の

最
終
年
を
迎
え
、
い
よ
い
よ
償
還
業

務
も
終
わ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、

新
た
に
、
「
県
営
経
営
体
育
成
基
盤

整
備
事
業
中
朝
日
地
区
」
が
採
択
と

な
り
、
事
業
初
年
度
に
入
っ
た
と
こ

ろ
で
す
。

中
朝
日
地
区
は
、
受
益
面
積
25
．

４
ha
、
地
権
者
１
１
０
名
の
地
区
で

あ
り
、
平
成
21
年
度
に
新
設
さ
れ
た

「
面
的
集
積
型
」
の
基
盤
整
備
を
進

め
て
い
ま
す
。
中
山
間
地
特
有
の
小

規
模
農
家
が
多
数
を
占
め
る
た
め
、

少
し
で
も
負
担
を
減
ら
し
た
い
と
い

う
地
元
の
要
望
も
あ
り
、
こ
の
事
業

を
選
択
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
中
朝
日

地
区
で
は
、
認
定
農
業
者
に
集
積
す

る
予
定
で
す
が
、
将
来
的
に
は
集
落

営
農
組
織
で
土
地
利
用
及
び
集
積
を

行
う
こ
と
を
目
標
に
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
５
月
30
日
に
は
「
水
の
郷

ウ
ォ
ー
ク
イ
ン
梁
取
（
や
な
と
り
）
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト

は
、
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対

策
梁
取
集
落
保
全
会
と
の
共
催
で
、

地
域
の
子
ど
も
た
ち
や
地
域
住
民
に

堰
や
揚

水
ポ
ン

プ
場
、

集
落
排

水
施
設

と
い
っ

た
農
業

水
利
施

設
を
見

学
し
て

も
ら
い
、

こ
れ
ら

の
持
つ

機
能
や
重
要
性
に
つ
い
て
広
く
学
習

し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
田
ん
ぼ
の
生
き
物
調
査
を
行

い
、
自
分
の
住
む
地
区
に
い
る
生
物

の
多
様
性
を
改
め
て
感
じ
て
い
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
の

最
後
に
は
、
イ
ワ
ナ
の
つ
か
み
取
り

も
行
い
、
汗
ば
む
陽
気
と
な
っ
た
５

月
最
後
の
日
曜
日
、
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
大
い
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け

た
か
な
と
思
い
ま
す
。

農
政
の
大
転
換
と
も
言
え
る
昨
今

の
情
勢
で
す
が
、
地
域
農
業
の
発
展

と
、
地
域
住
民
の
憩
い
の
時
間
を
提

供
で
き
る
よ
う
、
土
地
改
良
区
と
し

て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

福
島
県
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー
は
、

平
成
18
年
に
旧
農
業
試
験
場
や
農
業

短
期
大
学
な
ど
を
統
合
し
て
新
た
に

発
足
し
た
、
当
県
の
農
業
技
術
の
開

発
・
育
成
を
担
う
研
究
機
関
で
す
。

セ
ン
タ
ー
本
部
（
郡
山
）
に
は
農
業

土
木
の
研
究
員
が
２
名
在
籍
し
て
お

り
、
土
地
改
良
法
に
定
め
ら
れ
て
い

る
『
環
境
へ
の
配
慮
』
を
実
現
す
る

た
め
の
整
備
技
術
の
開
発
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

そ
の
中
の
一
つ
と
し
ま
し
て
、
現

在
、
生
態
系
に
配
慮
し
た
田
ん
ぼ
の

水
路
等
に
関
す
る
研
究
を
お
こ
な
っ

て
い
ま
す
。
水
路
と
水
田
を
結
び
、

絶
滅
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
メ
ダ
カ
な

ど
の
生
息
を
助
け
る
た
め
の
水
田
魚

道
の
開
発
や
、
冬
に
水
田
に
水
を
は

る
冬
期
湛
水
（
冬
水
田
ん
ぼ
）
が
、

営
農
や
生
態
系
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ

い
て
の
調
査
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
に
は
、
水
路
に

落
下
し
た
小

動
物
な
ど
が

脱
出
で
き
る

坂
道
が
付
い

た
生
物
脱
出

用
ス
ロ
ー
プ

付
水
路
に
つ

い
て
、
よ
り

生
物
の
脱
出

に
適
し
た
構

造
を
開
発
し

た
り
、
す
で

に
整
備
さ
れ

て
い
る
生
態

系
配
慮
施
設

の
効
果
を
検

証
し
、
生
態
系
の
回
復
状
況
や
そ
の

課
題
点
等
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
は
、
年
末
年
始
を
除

き
土
日
も
開
所
し
て
お
り
、
研
究
成

果
の
展
示
や
展
示
農
園
・
温
室
な
ど
、

誰
で
も
自
由
に
見
学
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
９
月
４
～
５
日
に
は

セ
ン
タ
ー
祭
り
も
開
催
さ
れ
ま
す
の

で
、
皆
さ
ま
ぜ
ひ
足
を
お
運
び
く
だ

さ
い
。
↑
セ
ン
タ
ー
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
予
定
で
す
。

２０１０年（平成２２年）７月１日 第４６号

前
号
か
ら
こ
の
『
農
空
間
』
は
県

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、
農
業

農
村
の
整
備
を
県
民
の
皆
様
に
少
し

で
も
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
し
ま

し
た
。
ど
な
た
で
も
読
み
や
す
く
、

親
し
み
や
す
い
紙
面
を
目
指
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
た
く
さ

ん
の
情
報
提
供
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
（
Ｓ
・
Ｔ
）

福
島
県
の
Ｈ
Ｐ
に
は
、

農
林
水
産
業
に
関
す
る

様
々
情
報
が
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。

中
で
も
『
ふ
く
し
ま

農
林
水
産
ポ
ー
タ
ル
』

サ
イ
ト
に
は
、
県
産
品

に
関
す
る
情
報
や
直
売

所
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ

ズ
ム
に
関
す
る
情
報
な

ど
暮
ら
し
に
役
立
つ
情

報
が
満
載
で
す
。
ぜ
ひ

一
度
ア
ク
セ
ス
し
て
く

だ
さ
い
。

今
年
の
４
月
か
ら
農
村
計
画
課

へ
参
り
ま
し
た
熊
耳
で
す
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

農
村
計
画
課
は
、
西
庁
舎
６
階
の

北
西
端
に
位
置
し
、
16
名
の
職
員
で

「
農
業
農
村
整
備
事
業
の
調
査
設
計

及
び
管
理
計
画
、
土
地
改
良
団
体
の

運
営
並
び
に
国
土
調
査
事
業
」
な
ど

の
業
務
を
担
当
し
て
お
り
ま
す
。

国
で
は
、
食
料
の
安
定
供
給
及
び

食
料
・
農
業
・
農
村
政
策
を

国
の

責
務
や
戦
略
と
す
る
こ
と
、
ま
た
国

民
全
体
で
農
業
・
農
村
を
支
え
る
社

会
の
創
造
を
目
指
す
「
あ
ら
た
な
食

料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
」
を
本

年
３
月
末
に
閣
議
決
定
し
、
こ
こ
十

数
年
で
一
層
深
刻
と
な
っ
て
い
る
我

が
国
の
農
業
・
農
村
の
再
生
を
図
る

こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

一
方
、
本
県
に
お
い
て
も
「
人
が

ほ
ほ
え
み
、
地
域
が
輝
く
”
ほ
っ
と

す
る
、
ふ
く
し
ま
“
」
を
基
本
目
標

と
す
る
「
福
島
県
総
合
計
画

い
き

い
き

ふ
く
し
ま
創
造
プ
ラ
ン
」
及

び
本
プ
ラ
ン
の
農
林
水
産
分
野
の
基

本
方
針
を
示
し
た
「
生
命
を
支
え
る

『
食
』
と
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る

『
ふ
る
さ
と
』
の
創
造
」
を
基
本
目

標
と
す
る
「
農
林
水
産
業
振
興
計
画

い
き
い
き

ふ
く
し
ま
農
林
水
産

業
振
興
プ
ラ
ン
」
が
本
年
度
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

事
業
の
見
直
し
や
平
成
22
年
度
国

の
農
業
農
村
整
備
事
業
予
算
が
半
減

さ
れ
る
な
ど
大
変
厳
し
い
環
境
に
あ

り
ま
す
が
、
「
い
き
い
き

ふ
く
し

ま
農
林
水
産
業
振
興
プ
ラ
ン
」
の
具

現
化
に
向
け
、
計
画
的
な
農
業
農
村

整
備
事
業
の
推
進
を
図
っ
て
参
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
様

の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

地
域
に
根
ざ
し
た
水
土
里
ネ
ッ
ト

二
十
一
世
紀
土
地
改
良
区
創
造
運
動
の
推
進

～
「
水
の
郷
」
の
農
村
づ
く
り
を
目
指
し
て

～

只
見
町
土
地
改
良
区

山
内

翔
さ
ん

編

集

後

記

農
業
総
合
セ
ン
タ
ー
便
り

「水の郷ウォークin梁取」後の地区「早苗ぶり」で
さ な

落語を披露する山内翔さん

「水の郷ウォークin梁取」
生き物調査の風景

「水の郷ウォークin梁取」
集落排水処理場の水質試験の様子

前田地域保全会（飯舘村）

地域住民の手で造ったせせらぎ水路を
みんなの手で管理しています。

上繁岡地域保全会（楢葉町）

森のきつつき「バンカリ」とは、
水力を利用した「きね」のことです。
農村地域の伝統を地域ぐるみで守っています。

渋佐資源保全会（南相馬市）

休耕田を利用した秋に咲くひまわり畑です。
たくさんの人が足をとめ、一面のひまわりに見入っ
ていました。今年の秋も満開になる予定です。

相双地方の農村風景

本
庁
各
課
の
紹
介

農村計画課長 熊耳 倉雄

http://www.pref.fukushima.jp/norinsuisan/index.html

お

知

ら

せ

『
農
空
間
』と
は･

･
･

農
村
に
お
い
て
繰
り
広
げ
ら
れ
る
農
業
の
営

み
、
そ
れ
を
支
え
る
農
地
や
水
、
人
々
の
生
活
、

そ
し
て
、
美
し
い
自
然
に
囲
ま
れ
長
い
間
に
培

わ
れ
た
伝
統
・
文
化
な
ど
が
溶
け
あ
っ
た
空
間

の
こ
と
で
す
。
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